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生涯学習野生動物・駐在所

野生動物対策の状況 問農林課林業振興室

野生鳥獣専門員

☎０１６７ （56） 2174 生涯学習の 窓 教育・文化・スポーツの
ホットな情報をお届けします。

問教育委員会社会教育担当
☎0167 （56） 2183

令和３年度のヒグマ対策においては、多くの皆さ

まのご協力のおかげで、人身被害もなく過ごすこと

ができました。改めて御礼申し上げるとともに、村

のヒグマ情報の集計を基に概況を報告します。

下の図表のとおり件数は比較的に多く、特に夏に

突出しました。春から夏は、親子や若齢メスを中心

に人里をいとわない生活様式が定着しつつあるよう

で、森林内の生息密度や人慣れの進行など、構造的

な背景があるのではと心配されます。また農地では

例年どおりのデントコーン食害のほか、採草地で牧

草を食う個体もいました。秋はミズナラ不作の影響

を懸念しましたが、出没はさほどありませんでした。
今年度は地域社会や学校での情報普及、酪農学園

大学と協力しての調査研究など、新たな取り組みも

少しずつ進みました。村内で初めて電波標識による

ヒグマの行動調査（上図）がなされ、ヘアトラップ

調査（山で集めた毛の遺伝子解析）も本格化しまし

た。例年ここで報告している最小確認個体数も、今

年は大学の解析結果を待ち、新たな知見を交えた上

で、後日改めて紹介したいと思います。

得られる情報が増えるに従い、分かりやすく皆さ

まにお伝えする機会も工夫していきますので、ご期

待、またご協力をお願いします。

なお２月には、ヒグマが出ていることもあります

ので、山ではそろそろ、遭遇への備えが必要です。

公民館図書室（中央図書室）の利用について
令
和
４
年
１
月
６
日
よ
り
公

民
館
図
書
室
（
中
央
図
書
室
）

を
午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時
ま

で
開
館
し
て
い
ま
す
。
午
後
１

時
以
降
は
図
書
室
管
理
人
が
不

在
と
な
り
ま
す
が
、
利
用
可
能

で
す
。

な
お
、
ト
マ
ム
図
書
室
に
つ

い
て
は
、
今
ま
で
ど
お
り
ト
マ

ム
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
ト
マ
ム
支
所
）
の
開
館
時
間

で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
策

占
冠
村
公
民
館
で
は
、
今
後

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
を
防
止
し
、
利
用
者

の
皆
さ
ま
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
次
の
対
応
を
お
願

い
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

【
入
館
時
の
お
願
い
】

・
図
書
室
利
用
の
際
に
は
、
人

と
の
距
離
を
十
分
と
っ
て
く

だ
さ
い
。

・
マ
ス
ク
の
着
用
や
口
や
鼻
を

ハ
ン
カ
チ
な
ど
で
お
さ
え
る

「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
を
心
掛

け
て
下
さ
い
。

・
図
書
室
で
は
、
長
時
間
の
滞

在
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

【
来
館
時
の
お
願
い
】

以
下
の
方
は
、
来
館
を
ご
遠

慮
願
い
ま
す
。

・
来
館
前
に
自
宅
で
検
温
を
行

い
、
平
熱
よ
り
１
度
以
上
高

い
方

・
息
苦
し
さ
（
呼
吸
困
難
）
お

よ
び
強
い
だ
る
さ
が
あ
る
方

・
軽
度
で
あ
っ
て
も
咳
、
咽
頭

痛
な
ど
の
症
状
が
あ
る
方

・
過
去
２
週
間
以
内
に
、
感
染

が
引
き
続
き
拡
大
し
て
い
る

国
、
地
域
へ
の
訪
問
を
し
た

こ
と
が
あ
る
方

●
返
却
に
つ
い
て

本
の
返
却
は
、
今
ま
で
ど
お

り
開
館
時
間
内
（
午
前
９
時

か
ら
午
後
６
時
）
に
返
却
箱

に
お
願
い
し
ま
す
。

何
か
不
明
な
点
が
あ
る
場
合

は
、
占
冠
村
教
育
委
員
会
社

会
教
育
担
当
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
状
態
に
よ
り
、
開
館
時

間
、
感
染
拡
大
防
止
策
等
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

こちら駐在所です 問占冠駐在所

☎０１６７ （56） 2110

Ｃｙｂｅｒｓｅｃｕｒｉｔｙ　ｆｏｒ　Ａｌｌ
～誰も取り残さないサイバーセキュリティ～

政府では、毎年２月１日から３月18日までの期間

を「サイバーセキュリティ月間」としており、道警

察においても、同期間中、サイバーセキュリティに

関する普及啓発活動を集中的に推進しています。

近年、スマートフォンの普及等におけるインター

ネット利用者の増加傾向に伴い、ネットバンキング

に係る不正送金事案や、偽サイトに係るフィッシン

グ詐欺事案、ランサムウェア等の不正プログラム事

案等、国民生活を脅かすサイバー犯罪の危険性が社

会全体で大きく取り上げられています。

サイバー犯罪の被害に合わないように、次の対策

を実施しましょう。

●ＩＤやパスワードは、自分自身でしっかり管理す

る。

●パソコンやスマートフォンには、ウイルス対策ソ

フトをインストールする。

●パソコンの基本ソフト（ＯＳ）やウイルス対策ソ

フトは常に最新の状態にしておく。

●身に覚えのないメール

の添付ファイルやＵＲ

Ｌは開かない。

●不必要なアプリや信頼

のおけないサイトから

ソフトウェアをダウン

ロードしない。

●定期的にバックアップデータを保存する。

●オンラインショップでの買い物では、そのサイト

が本物かどうかよく確認する。

サイバーセキュリティは、一つの対策を講じれば

大丈夫という訳ではありません。複数の対策を併用

して、インターネットを安全に利用しましょう。

近
年
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

の
急
速
な
普
及
に
伴
い
、
青
少

年
の
長
時
間
利
用
に
よ
る
生
活

習
慣
の
乱
れ
、
不
適
正
な
利
用

に
よ
る
犯
罪
被
害
、
い
じ
め
や

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
上
の
問
題
等
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
に
関
わ
る
事
件

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
が
安
心
・
安
全
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
す
る
た

め
に
、
満
18
歳
以
下
の
子
ど
も

が
い
る
家
庭
は
、
以
下
の
こ
と

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
適
切
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
さ
せ
る

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て
子
ど
も

た
ち
を
言
葉
巧
み
に
誘
い
出

し
、
殺
害
す
る
と
い
う
事
件

も
発
生
し
て
い
ま
す
。
ト
ラ

ブ
ル
や
事
件
に
巻
き
込
ま
れ

な
い
よ
う
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
関
す
る
知
識
、
情
報
モ

ラ
ル
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
親
子
で
身
に
つ
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

②
家
族
の
ル
ー
ル
を
作
る

適
切
な
生
活
習
慣
が
身
に
つ

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
子
ど
も

と
一
緒
に
話
し
合
っ
て
我
が

家
の
ル
ー
ル
を
作
り
ま
し
ょ

う
（
利
用
時
間
は
夜
９
時
ま

で
等
）
。

③
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
設
定
す

る知
識
が
十
分
で
な
い
子
ど
も

が
、
不
用
意
に
違
法
・
有
害

サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
な
い

よ
う
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を

設
定
し
ま
し
ょ
う
。

子どもが安心・安全に
スマートフォンを利用するために

今月はヒグマ特集です


